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  12月22日 令和７年第5回臨時会　   令和７年度一般会計補正予算(第８号)　原案可決（賛成全員）
        　　　　歳入歳出予算総額に9616万円を追加（総額143億4401万円） 

     1月26日 令和８年第１回臨時会     令和７年度一般会計補正予算(第９号)　原案可決（賛成全員）
         　　　　歳入歳出予算総額に４億1466万円を追加（総額147億5867万円）

     3月3~19日 ３月定例会    　　　 令和７年度一般会計補正予算(第10号)　原案可決（賛成全員）
         　　　　歳入歳出予算総額から３億4647万円を減額（総額144億1220万円）

　　　　　　　　　　　　　　　　  　令和７年度一般会計補正予算(第11号)　原案可決（賛成全員）
         　　　　歳入歳出予算総額から１億200万円を増額（総額145億1420万円）
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０
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３
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２
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介
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。
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物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
町
民
生
活
の

支
援
・
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
全
町
民

に
一
人
当
た
り
１
万
円
の
﹁
た
ま
む
ら
地
域
商
品

券
﹂
を
５
月
中
に
配
布
予
定
。
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付
。
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入
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自

家
利
用
の
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料
耕
作
者
に
対
す
る
奨
励
金
の
交
付
。

小
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加
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伴
う
有
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鳥
獣
駆
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増
額
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条
例
の
整
備

職
員
等
の
旅
費
の
計
算
等
に
係
る
規
定

の
見
直
し(

原
案
可
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日
当
を
廃
止
し
宿
泊
手
当
へ
変
更
す
る
な
ど
、

国
家
公
務
員
の
旅
費
制
度
に
準
じ
て
見
直
し
を
行

う
も
の
。

庁
舎
増
築
に
向
け
基
金
を
設
置(

原
案
可
決)

　

庁
舎
増
築
に
向
け
て
、
設
計
や
工
事
に
費
用
が
か

か
る
た
め
、
基
金
を
設
置
し
財
源
を
確
保
す
る
も
の
。

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
人
権
侵
害

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を

(

原
案
可
決)

　

人
権
を
巡
る
問
題
が
複
雑
化
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
町
と
し
て
、
誰
も
が
互
い
に
個
性
を
尊

重
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
人
権
侵
害
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
。

災
害
弔
慰
金
支
給
等
の
事
務
を
規
定

(

原
案
可
決)

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
共
同
処
理
で
実

施
し
て
い
た
事
務
を
取
り
や
め
る
た
め
、
町
独
自

で
定
め
る
も
の
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
実
施
の

た
め
の
条
例
を
整
備(

原
案
可
決)

　

制
度
の
実
施
に
当
た
り
、
施
設
や
事
業
者
は
町

の
﹁
確
認
﹂
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
確
認

を
す
る
際
の
基
準
を
定
め
た
も
の
。

手
話
言
語
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を(

原
案
可
決)

　

手
話
言
語
の
理
解
と
広
が
り
を
も
っ
て
地
域
で

支
え
合
い
、
手
話
言
語
を
使
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
﹁
共
生
社
会
の
実
現
﹂
を
目
指

す
も
の
。

子供たちが楽しみにしている北部公園の噴水。GWまでには修繕予定

野生鳥獣による農作物の被害が増加している

Tama Voice
飼料価格は高騰していますが、 牛乳の
価格は上がりづらいです。 ぜひ牛乳を
たくさん飲んで、 地元農家を支えてもら
いたいです。 　  根岸 貴明さん（飯塚）
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学
校
開
放
に
お
い
て
空
調
設
備
使

用
料
を
徴
収(

原
案
可
決)

い
わ
ゆ
る
学
校
開
放
に
お
け
る
夏
場
の
学

校
体
育
館
の
空
調
設
備
︵
冷
房
に
限
る
︶
を

使
用
し
た
際
の
使
用
料
を
徴
収
す
る
た
め
制

定
す
る
も
の
。

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
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推
薦

同
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（
賛
成
全
員
）

　

小
此
木　

由
紀
さ
ん
︵
上
新
田
︶
新
任

任
期

令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら
３
年
間

監
査
委
員
の
選
任

同
意
（
賛
成
全
員
）

　

信
澤　

一
男
さ
ん
︵
上
新
田
︶
新
任

任
期

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間

副
町
長
の
選
任

同
意
（
賛
成
全
員
）

　

萩
原　

保
宏
さ
ん
︵
樋
越
︶
再
任

任
期

令
和
12
年
４
月
30
日
ま
で

学校開放において、夏場の空調設備使用時に
は使用料を徴収

　月田均副議長が群馬県町

村議会議長会 自治功労者

表彰を受賞され、３月定例

会で表彰状の伝達を行いま

した。受賞おめでとうござい

ます！

月田副議長　
自治功労者表彰
受賞

新井議長から表彰される
月田副議長

今
回
の
「
玉
村
町
子
ど
も
議
会
」

は
、
町
立
小
中
学
校
７
校
の
代
表
14

名
の
ほ
か
に
、
玉
村
高
校
か
ら
の
代

表
者
１
名
を
加
え
、
総
勢
15
名
に
よ

る
一
般
質
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
議
員
か
ら
の
質
問
内

容
は
「
福
祉
・
災
害
対
応
・
伝
統
芸

能
の
継
承
」に
関
す
る
質
問
の
ほ
か
、

「
学
校
間
の
交
流
促
進
・
地
域
の
活

性
化
」
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、「
交

通
安
全
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
」に
関
す

る
質
問
は
７
件
あ
り
ま
し
た
。
日
々

の
生
活
の
中
か
ら
気
づ
い
た
点
や
問

題
点
を
見
い
だ
し
、
自
分
ご
と
と
し

て
捉
え
、
質
問
や
提
案
に
生
か
し
て

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
対
し
て
は

本
番
さ
な
が
ら
の
丁
寧
な
答
弁
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
注
が
れ
る

子
ど
も
た
ち
の
熱
い
ま
な
ざ
し
が
大

変
印
象
的
で
し
た
。

未
来
を
担
う
声
が
議
場
に
響
く

玉
村
町
子
ど
も
議
会

総勢15名の子ども議会議員たちが議場に集いました

日
時

令
和
７
年
12
月
25
日（
木
）

場
所

玉
村
町
役
場
４
階
・
議
場




